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であることが多くの疫学的研究や|臨床研究から|ﾘlらか

にされており、喫煙は職脈ﾙ>jと共に伽ﾙ'jﾘ1吋の二大危険

因子の一つであります。喫煙のl ll1常への悠影禅はタバ

コに含まれるニコチンやニコチンの代謝産物によると

ころが大きいといわれています。

ところで禁煙することは非喫蠅尚が考えるほど簡単

ではないようです。その雄人の理111はタバコの成分で

あるニコチンに粘神依存症があり、簡単にコントロー

ルすることが出来ない状態になっているからでありま

しよう。また一度は禁煙しても1年後の禁煙成功率は

50%に満たないのが現状であります。

喫煙に関する般近の新聞報道には次のようなものが

有ります。

＊母親の喫煙が子の喘息に影禅。 133～134倍尚い・

調査は2000年度、全同35地域の3歳児81212人対象

(IIJI答率84%)

＊飼い主の喫煙で猫のガン(悪|ｿ|ミリンパ脈)発生2.4陪。

（米|玉l ・マサセッツ大･ 1993年から2000年)。

＊禁繩していたら男性の22％の死亡が防げた｡厚生肯、

4万人を1O年間追跡調査。喫煙肴死亡率、男16

倍・女1.9倍。ガンでは男1.6倍・女1 .8倍。循環器疾

患では男14倍・女2.7倍。喫蝿筒が一人もいなかっ

たら10年間の死亡がどれくらい予防できたかを樅定

したところ、男の22％、女の5％が予防!'｣能だった。

「もう遅いと言う事はない、一刻も早くやめるべき。

その効果は明白｡」

健康増進法が511より施↑J3され筒･部I‘lの私鉄の駅榊

lﾉ1が全面禁煙になった。またI_l光iliでは「1 I光市環境

美化部市条例」で文化財周辺での歩きタバコや市内全

域で吸殻などのポイ捨てを禁lこしたなど愛煙家には屑

身の狭い時代となって来ているようです。

講演 “ゲンジボタルの話”
世紀東急工業(株)部長 「17岡良一氏

（紹介三好君）
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囮出席報告

会貝 70(65)名 出聡

出席率 69.23％

前々回 4月15日(修正出席率）

囮ビジター紹介

15名

9692％

2名

|舎人副幹事報告’
1 .本日例会終了後、理事役員会を開催致しますので

理事役員の方はオーキッドルームにお集まり下さい。

2．次回例会終了後、現・次年度クラブアッセンブ

リーを開催致しますので樋当の方はお残り下さい。

3~創立20周年記念誌・昭和RCより1M記念誌・ロー

タリーの友・ガバナー月儒が来ておりますので、お

帰りにお持ち下さい。

。頁

大口会長挨拶

喫煙と禁煙

みなさん、こんにちはI

名北RC加藤さん、名南RC石川さん、ようこそ。ご

ゆっくりとお過ごし唄きたいと思います。

さて、喫煙が健康に多大な害を及ぼすことについて

は、すでに多くの統計学的調査からも明らかにされて

おり、 さまざまな病気の発症と進行に対し、直接・間

接的に関与.していることは確立した考え方となってお

ります。タバコは口腔の健康にも多くの害を及ぼしま

すが、 1980年代後半ごろから歯周病の重要な危険因子

’ 地区協議会報告

園舎人次年度幹事

4月27n(I I)、盟橋ゴールデンRCホストによる地区

協議会がホテルl l航畷橋にて開催されましたのでご報

告致します。まず、 ジョナサンBマジィアベ次期RI

会長メッセージが蝋島ガバナーエレクトより低えら

れ、その骨子は以ドの通りです。
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輪70本年度会長テーマ EXPO開催まであと 689日 本紙は再生紙を使用しております。



RIテーマ「LendaHand」 「手を貸そう」

一、あなたのクラブに手を貸そう

一、あなたの天職に手を貸そう

一、あなたの地域社会に手を貸そう

一、世界に手を貸そう

として、世界から貧困を減らすことを第一番の目標と

されています。

次に地区方針として

1 .新しい次世代を担うべき若者達へ深い関心をもち

「心」の支えとなる奉仕活動を誠心誠意、議しま

しょう。

2．環境問題に欄極的に取り組んでゆきましょう。

3． ロータリー財団（ポリオプラスを含め）米山奨学

会に会員一人一人が意義を感じ、広い視野にたっ

て努力を続けましょう。

4．会員の維持から増強に繋がってゆく努力、智恵､体

制作りを自分の問題と捉へ達成いたしましょう。

5．国際博成功への更なる努力を続けてゆきましょう。

と、掲げられました。

午後からは各分科会に分かれ、会長エレクトと共に

第一分科会に出席しました。

リーダーである岡部ガバナーよりロータリーは何の

為にお金と時間を使っているのか、我々が動けば誰か

が助かり喜んでもらえる、ありがとうと感謝してもら

える、 まわりの喜びを受ける為に奉仕活動とライフが

必要、 リーダーシップ養成が必要、才能、情熱、経験、

成功するには明確な目標、効果的な対策、何がしたい

か！どのようにやりたいか、 ビジョン、なぜなのかの

説明が必要、又アドバイザーとして豐島ガバナーエレ

クトよりロータリー組織の拡大と改造論、特に自分は

二つの奉仕活動を逆三角錐の底点で支えオーガナイズ

してゆくのがガバナーの役目と理解し努力してゆく所

存でありますと述べられた。

セントルイス大会で決議されたもので｢職業奉仕｣の原

則に｢団体奉仕｣活動を取り入れるべし、としたもので、

クラブがひと固まりとなって行動するだけで足りるよ

うな事業よりも、広く全てのロータリアンが個々の力

を動員するようなものの方がロータリー精神によりか

なっているとしています。 またクラブの団体奉仕活動

は継続的なプロジェクトとは別に毎年ひとつ異なった

もので年度内完了が望ましいとされています。

次に榊原義嗣アシスタントリーダーの話で「決議

92-286」についての話。

クラブにおける団体奉仕については地域社会におけ

る奉仕のニーズを調査し会員の職業'1の能力や趣味を

活かせ、 IAC¥RAC，RCC等他のグループとも協力

でき、地域社会の参加推進を促すとともにRIテーマに

沿った一・般社会に認められるようなプロジェクトを策

定すること、そして年度更新においては他の諸団体に

当該プロジェクトを秘謡すること。 とされています。

次期RIテーマは、 「LendaHand｣ (手を貸そう）

で、 まさしく社会奉仕そのもののようなテーマです。

｢クラブに」 「天職に」 「地域に」 「世界に」手を貸そう

と提唱されています。

当クラブの社会奉仕テーマは最近の地域における安

全神話の崩壊に鑑み、地域における弱者の保護プロ

ジェクトー「護身のすすめ」を提唱したいと思います。

最近、路上強盗、引ったくり等の偶発的犯罪が多発

し、被害者になるのは女性や子供、老人といった「犯

罪弱者」 と言われる人々が多く、被害に遭うまで、 ま

さか自分が犯罪の当事者になるとは思いもしなかっ

た、 というケースが多いようです。

これは犯罪のみならず大規模災害や流行性疾患など

についても大事に至るのはそれぞれのケースの｢弱者」

といわれる人々が多いと言われています。

「安心して歩ける街」 「災害に強い街」造りは、弱

者といわれる人たちが自ら危険を自覚することから始

まるのではないでしょうか。

本プロジェク|､では弱者に手を貸すべく被害のケー

ススタディーやこれらの麿報、安全啓蒙活動、安全設

備の提供等を通じて地域の街づくりに貢献し、 もって

私達の住む地域に手を貸す活動にしたいと思います。

へ

囮加藤（重）次年度新世代婆員長

第六分科会は、新世代、インターアクト、ローターア

クト、ライラと四つの委員会が瀧本次期新世代副委員

長の開会宣言で始まりました。豊島ガバナーエレクト、

田中次期西尾張分区ガバナー補佐の開会挨拶に続き松

本パストガパナーの「国際理解教育」についての講話が

ありました。 この後、藤井次期新世代委員長。堀井次

期インターアクト委員長。加藤次期ローターアクト委

員長。金子次期ライラ委員長から各事業方針の説明が

あり、フリートーキングの形で各副委員長からも若干

の意見が出されました。そして松本パストガバナーの

講評と萩本次期地区副幹事の挨拶で閉会しました。

新世代をはじめとする各委員会が次世代の人達の育

成や奉仕の機会を伸ばす為、数々のセミナー等を開催

し一生懸命取り組んでいる事にロータリアンの－－人と

して今以上に支援を惜しまないようにと感じました。

へ

例会変更のお知らせ／一
『~ 、

名古屋守山RC 5/14(水)夜間例会の為､18時～

名古屋南RC 5/14(水)環境保全委員会例会

（夫人の集いと合同）の為

名古屋和合RC 5/14(和春の家族会の為、

5/14～5/15エクシブ鳥羽

名古屋東RC 5/19(月)春季会員・家族懇親

会の為、 5/20tk)18時～

名古屋名東RC 5/20㈹春の家族会の為、

5/17出飛騨高山方面

ノ、鋼~
、ｰ

圏山本（英）次年度社会奉仕委員長

分科会は福田浩三パストガバナーの「決議23-34」の

話から始まりました。 23-34決議というのは1923年の

圏ニコボックスは次回掲載と致します。

團次回例会（5月20日） 友愛の日

－9－
白


